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1.今後、国際誌に論文投稿/公表するためのデータ取得・解析を進める
→論文公表により動物実験の成果の社会への還元を目指す。
2.ミリセチンの炎症性疼痛緩和効果を既存の抗炎症薬との比較で検討
→人や動物の医療への臨床応用の可能性に貢献したい。

顔面皮膚の機械刺激に応答する
“疼痛刺激強度を符号化”する

SpVc WDRニューロン典型例

顔面皮膚機械刺激に応じるSpVcWDR
ニューロンの放電頻度に対するミリセチン

静脈内投与による抑制効果

研究の背景と目的

研究・調査方法
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現在までのまとめ

＜考察＞
・ミリセチンの静脈内投与が侵害機械刺激に
応じるSpVcWDRニューロンの興奮を
可逆的に抑制することが観察された。

・この抑制効果は、SpVc領域におけるシナプス
前膜のCavの阻害及び後膜のKvを促通する
ことで、SpVc侵害受容伝達を抑制することが
推察された。

・今後この可能性を明らかとするためには
さらなる実験を積み重ね、統計有意的な効果
か否か及びミリセチン濃度依存的な抑制か否か？
の検証が必要と思われる。

結果と考察
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